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季節はずれのクリスマス 

―1933 年ドイツのふたつのクリスマス児童文学について― 
 

佐 藤 文 彦 
 

0 はじめに 

 

エーリヒ・ケストナー（Erich Kästner, 1899-1974）の『飛ぶ教室』Das fliegende Klassenzimmer

（1933）は、ドイツ語圏のみならず、世界文学を見渡しても、20 世紀を代表するクリスマ

ス児童文学のひとつに数えられるだろう。家族でクリスマスを祝う風習は、ドイツ語圏で

は 19 世紀を通して近代市民家族の展開とともに普及した。しかし、おもに寄宿学校が舞台

の『飛ぶ教室』に描かれるクリスマスは、必ずしも家族のそれではない。 

『飛ぶ教室』が発表されたのと同年の 1933 年、ドイツではもうひとつのクリスマス児童

文学が出版された。フリードリヒ・シュナック（Friedrich Schnack, 1888-1977）の『おもち

ゃ屋のクリック』Klick aus dem Spielzeugladen である。この作品で描かれるクリスマスは、

都市ドレスデンに暮らす少年少女のそれである。しかし彼らもまた、父子家庭の子であっ

たり、孤児であったり、両親と子から成る近代市民家族の一員ではない。 

本論はこれら 2 作品をもとに、19 世紀型市民家族の象徴であったクリスマス（文学）の

変容について考察する。1933 年は、ナチスが政権を掌握した年である。ことさらそのこと

にこだわるつもりはないが、すでにヒトラーが登場していた時代のドイツ児童文学は、近

代市民家族の祝祭であったはずのクリスマスをどう描いたのか。19 世紀のそれとは異なる

1933 年ドイツのクリスマス児童文学の特徴の抽出に努めたい。 

 

1 近代市民家族と 19 世紀ドイツ語圏のクリスマス文学 

1-1 近代市民家族とドイツ児童文学の誕生 

中世から近世初期にかけての全き家あるいは大所帯家族では、血縁や親族ではない奉公

人もまた、家族の主たる構成員に含まれていた。なぜなら当時の家族は、生産の場として

機能していたからである。その後、行政機構の拡大によって官吏の需要が増すと、教養市

民層の家長は家の外に仕事を持つようになる。あるいは工業化によって経済ブルジョワジ

ーが力をつけてくると、彼らも家の外でより大きな経済活動を行うようになる。こうして

家庭は生産の場としての社会的機能を失い、もっぱら私的な生活空間、あるいは消費の場

に縮小されていった。その結果誕生したのが、両親と子から成る血縁集団、すなわち近代

市民家族である。 

 
 

unverkennbar. Was seine Gedichte von der konkreten Poesie aber wesentlich unterscheidet, ist die 
Tatsache ihres Engagements, ihres didaktischen Bezugs.“ Ernst Nef: Leichenreden. Zu Kurt Martis 
neuem Buch. 
9 Kurt Marti: a.a.O., S. 13. 
10 Kurt Marti: a.a.O., S. 31. 
11 Horst Georg Pöhlmann: Abriß der Dogmatik. Ein Kompendium. Fünfte, verbesserte und erweiterte 
Auflage. Gütersloh 1990, S. 367. 
12 Kurt Marti: a.a.O., 44f. 
13 Kurt Marti: a.a.O., S. 37. 
14 Kurt Marti: a.a.O., S. 39. 
15 Dorothee Sölle: Phantasie und Gehorsam. Überlegungen zu einer künftigen christlichen Ethik. 
Stuttgart 1968, S. 14. 
16 Kurt Marti: a.a.O., S. 27. 
17 Kurt Marti: a.a.O., S. 26. 
18 Kurt Marti: a.a.O., S. 15. 
19 Kurt Marti: a.a.O., S. 19. 
20 Kurt Marti: a.a.O., S. 23. 
21 Kurt Marti: a.a.O., S. 11. In einem Gedicht gibt Marti einer Frau, die in einer Textilfabrik 39 Jahre 
lang gearbeitet hat, poetische Verse und stellt solch eines ganz normales Leben dar als Wunder wie 
„Brot vom Himmel“（Gen. 6）, „Wein aus Wasser“（Joh.2）und „Auferstehung vom Tod“. 
22 Kurt Marti: a.a.O., S. 43. 
23 Mader: ebd. 
24 Christof Mauch: Poesie – Theologie – Politik. Studien zu Kurt Marti. Tübingen 1992, S. 108. 
25 Mt. 22, 32 und Mk 17, 27. 
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近代市民家族の配偶者の選択では、親の意向に沿って家柄や実用性を重視することより

も、当事者間の恋愛が理想視された。やがて夫婦間の愛情は子どもにも向けられるように

なる。イデオロギーとしての母性愛が提唱され始めたのも、18 世紀末から 19 世紀にかけ

てのことである。子どもの教育（人格形成）に関し、啓蒙主義の思想では情緒的な母より

理性的な父のほうがふさわしいと考えられていたが、この考えも時代とともに変化してい

く。 

 

父親が教育担当者となったのは、父親の権威を実現するためでもあった。当時の教

育理念は、教育者と生徒のあいだに一定の距離が必要だと考えていたので、愛される

とともに畏れられる存在だった父親が教育者に適していたのである。［中略］ 

だが、学校教育が発達し、職場が家庭外へ移るにつれて、「公的な空間」と「私的な

家庭領域」とのあいだに引かれる境界線は鮮明さをまし、それとともに子ども期の自

叙伝のなかで父親の姿は遠い存在になっていく。かわりに母親が、育児だけではなく、

子どもの教育の担い手としても浮上してくるのである。1 

 

親子から成る小家族の情緒的な結びつきを確認する風習あるいは制度として、クリスマ

スの果たした役割は小さくない。ドイツの家族史についての記念碑的著作『ドイツの家族』

Die deutsche Familie（1974）を著したヴェーバー＝ケラーマンは、最終章（第 6 章）の補

論「ドイツ市民家族とクリスマスにおける彼らの行動様式」Die deutsche Bürgerfamilie und 

ihre weihnachtlichen Verhaltensmuster において、そのことを明確に指摘している。 

 

小家族圏の閉ざされた扉の向こう側でクリスマスツリーに明かりをともすこと、こ

れは、19 世紀のブルジョワ的家族生活の特徴である親密さの要求と外的なものの拒否

に、ぴったり合っていた。このセレモニーの中心にあるのは、ほとんど典礼といった

感じのする優雅な祭りのプログラムである。これは今日でも多くの家庭で通用してい

る。つまり、親たちがたくさんの伝統的な小道具（緑の枝と明かり、合唱と合同の遊

戯、贈り物、一緒に飲み食いすること）を活用し、長時間準備して、家族的な内的調

和の夕べを作りあげる。それによってすべての葛藤を和らげ、ひとときだけでも聖な

る世界のユートピアを魔法で呼び出そうとしたのだろうか。 

こうして、クリスマスツリーのしたで祝う市民家族の聖夜は、さまざまな行動規範

を神聖化し、促進し、あるいはまたタブー化することによって、家父長的家族理想の

安定に奉仕する制度となった。2   

 

ヴェーバー＝ケラーマンが社会史の研究を通して確認した事実は、19 世紀のドイツ児童

文学とクリスマスの関連を追うことでも跡付けられる。そもそもドイツ児童文学の始まり
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は近代市民家族の成立と軌を一にする。3 子どもの教育への関心が高まり、子ども向けの

書籍や雑誌の需要を見込んだ作家や出版者にとって、「クリスマスツリーとプレゼントを伴

う家族のお祝いとしてのクリスマス」4 は格好の主題だった。ここで思い出されるのは、

いわゆる『グリム童話』の初版が 1812 年のクリスマス直前に出版された事実である。その

後の 19 世紀児童文学の多くがクリスマスプレゼントとして売買されたことも忘れてはい

けない。5 

 

1-2 19 世紀ドイツ語圏のクリスマス文学の変遷 

19 世紀のドイツ文学に描かれた家族をめぐるクリスマスの変遷は、ホフマン『くるみ割

り人形とネズミの王様』Nußknacker und Mausekönig（1816）からシュティフター『水晶』

Bergkristall（1853）を経て、ザッパー『プフェフリング家』Die Familie Pfäffling（1907）に

至る流れを追うことで、おおよそ概観することができるだろう。 

『くるみ割り人形』の冒頭に描かれるクリスマスイブは、上流家庭のそれである。 

 

医学参事官シュタールバウム家の子どもたちにとって、12 月 24 日は 1 日中、居間

に入ってはいけない日だった。そのとなりの豪華な部屋なんてもってのほかだった。

フリッツとマリーは、奥の小部屋の隅っこにうずくまっていた。すっかり日も暮れて

しまっていた。6  

 

クリスマスイブの午後、フリッツとマリーの兄妹を含む 3 人の子を居間から閉め出した両

親は、クリスマスツリーの飾り付けに従事する。クリスマスツリーを飾る風習は、17 世紀

から 18 世紀にかけてプロテスタント系の諸都市で広まったのち、19 世紀を通してドイツ

語圏全土に普及した。7 その際、くるみ割り人形で名高いエルツ山地の木工品やガラス玉

などが、ツリー飾りとして人気を博すようになる。8 また、ツリーにリンゴやお菓子を飾

るだけでなく、ろうそくを灯す習慣は、貴族や富裕層などの上流階級に由来するといわれ

ている。9 シュタールバウム家もそのひとつに属するのだろう。飾り付けを終えた両親は、

ようやく子どもたちを居間に招き入れる。 

 

その時、リンリン、リンリン、と明るい音が響いた。両方のドアがぱっと開くと、部

屋全体から光があふれ出た。 

「うわぁ！ すごい！」と叫んだ子どもたちは、敷居に立って見とれた。パパとマ

マが入ってくると、子どもたちの手をつかんで言った。 

「さあ、入って、入って。イエスさまが何をくれたか、見てごらん」［中略］ 

部屋の真ん中の大きなモミの木には、金や銀のリンゴがたくさん飾られていた。砂糖

をふりかけたアーモンドやカラフルなキャンディー、他にもいろいろなお菓子が、つ
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ぼみや花のように枝から出ていた。暗い小枝の中からは、無数の小さな明かりが星の

ように輝いている。それがこの魔法の木で一番きれいなものだった。モミの木は、光

を吸い込んだり吐き出したりしながら、親しげに子どもたちに枝の花や実を取るよう、

誘っていた。（8-9） 

 

クリスマスツリー同様、北ドイツ、プロイセンの人であるホフマンにとっては自明のこ

とだったと思われるが、クリスマスイブに「イエスさま」からプレゼントが贈られるとい

う教えもまた、プロテスタント地域に発祥したのち、19 世紀を通してカトリックの南ドイ

ツ・オーストリアまで広まった。それ以前は 12 月 6 日の聖ニコラウスの日に、子は聖人か

らプレゼントを受け取るのが常だった（ただしカトリック地域では、19 世紀以降も聖ニコ

ラウスは存続した）。10 

論者が「イエスさま」と訳した語の原語は、der Heilige Christ、直訳すると「聖なるキリ

スト」である。ホフマンの『くるみ割り人形』では der (liebe) Heilige Christ と記されてい

たプレゼントの贈り主は、シュティフターの『水晶』では das heilige Christkindlein、すな

わち Christ のあと、「子ども」を意味する中性名詞 Kind に縮小語尾-lein が付されて記され

るようになる。もっとも、子どもが子どもに贈り物をするのではなく、クリストキントラ

インあるいはクリストキンドル Christkindl には、別のイメージが重ねられた。 

 

最初は幼子イエスのイメージだったクリストキンドルだが、時が経つにつれ、天使の

ような姿に変わっていった。白い衣装にヴェールや宝冠を身に着け、金の翼がある。

杖を持っていることも多い。家に入るときは煙突ではなく窓からで、プレゼントを持

ってくると、ベルを鳴らす。11 

 

『水晶』の舞台はオーストリアの山間部、そして初出時（1845）のタイトルが「聖夜」

Der heilige Abend であったように、物語はクリスマスイブに展開される。19 世紀初頭に北

方のホフマンの描いたクリスマスの風習が、世紀の半ばには南方のカトリック圏にまで普

及していた事実は、小説冒頭の以下の描写から読み取れる。 

 

子どもたちに贈り物をする習わしの贈り物は、聖なる幼児キリストが子どもたちを喜

ばせるために持って来たものだった。この習わしは普通、クリスマスイブの夕暮れが

深まった頃に行われた。たいていの場合、その時にはたくさんの明かりが灯された。

明かりは小さなろうそくの火であることが多かった。部屋の真ん中にモミやトウヒの

木が立てられ、その美しい緑の枝の上で、ろうそくの火は揺らめいていた。子どもら

は、聖なるキリストがやって来て、プレゼントを置いていってくれたと合図されるま

で、部屋に入ってはいけなかった。やがて扉が開けられ、子どもたちの入室が許可さ

− 16 −
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れる。するとみごとにきらめくろうそくの光の中、いろいろなものがクリスマスツリ

ーにぶら下がっていたり、テーブルの上にぐるりと並べられているのを目にするのだ

った。12 

 

この小説に登場する家族は、村の靴屋の職人とその妻、そして幼い兄妹である。女中や

下男の影は薄い。クリスマスイブの日、ふたりだけで谷の向こうの母方の祖父母を訪れた

兄妹は、帰り道で遭難する。一夜を山で過ごすふたりに教会のミサの鐘の音は聞こえない。

その代わり、氷の割ける音を耳にしたのち、彼らは不思議な体験をする。すなわち見上げ

る星空に「ひとつのおぼろげな光が花咲くように現れて広がり」、「ゆるやかな弧を描いた」。

そしてその光の弧は次第に明るさを増し、「緑色に輝きながら、静かに、しかし力強く星々

のあいだを流れ」、「弧の一番高いところには王冠の波状の飾りのような、さまざまに輝く

光の束が現れ燃えた」。さらにその光の束が「静かに火花を散らせ、かすかに瞬きながら、

夜空を貫いて進んで」行くのを、兄妹は目撃するのである（244）。 

夜が明けると兄妹は救出される。そして一日遅れのプレゼントを受け取る。その直前、

母の腕の中、下の娘は「昨日の夜、山の上で座っていた時、幼子イエスさまを見たの」（254）

と告白する。 

少女の見た「幼子イエスさま」は、天空に現れて弧を描いた光の束と考えて問題ないだ

ろう。この光を見たのち、夜が明けると兄妹の命は救われ、家族とふたりの救出に携わっ

た共同体の結束は強められる。シュティフターは後年に発表したエッセイ「クリスマス」

Weihnacht（1866）でも、幼子キリストが輝く小型の馬車に乗り、夜空をすばやく駆ける姿

を、光ないしは輝きとして描写している。13 

それから約半世紀を経て発表されたザッパー『プフェフリング家』のクリスマス描写に

は、こういった神秘性は見られない。表題主人公である一家の構成員は、音楽学校教師の

父と専業主婦の母、4 男 3 女の子どもたち、さらに住み込みのお手伝いの計 10 名である。

シュタールバウム家のような上流階級でもなく、山村の職人一家でもなく、都市に暮らす

中流の教養市民層が主人公に設定されている点に留意したい。小家族とは言い難いほどの

子だくさんであることはさておき、この家族が 19 世紀型市民家族の生き残りであることを

示す証左として、昔ながらのクリスマスツリーへのこだわりが挙げられる。 
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それでも時は 20 世紀に入り、クリスマスに対する人々の思いの変化は随所に垣間見られ

る。一家の子どもで学齢に達していないのは末っ子だけ、上の 3 人はギムナジウムに通う

ほど大きいため、彼らが幼子キリストについて話題にすることはほとんどない。プフェフ

リング夫人の「よその人がクリスマスの喜びを家の中まで運んでくることはできません。

それができるのは母親だけなんです」（73）という発言からは、本人にその意図がないにせ

よ、クリスマスから宗教性を除去し、家族のお祝いとして再定義しようとする態度が見て

取ることができる。こうして迎えたクリスマスイブは以下のように描写される。伝統を重

視する一家の子どもらがクリスマスツリーを取り囲む様子は、ホフマンやシュティフター

の場合とそう大差ない。 

 

まもなくするとクリスマスツリーに明かりが灯され、大きなろうそくの発する銀色の

光がテーブルを照らした。人形の部屋と台所には小さな明かりが灯される。合図の鐘

とともに扉が開いた！ 子どもたち全員が部屋に飛び込んできた。そのうしろにはヴ

ァルブルク［引用者注：住み込みのお手伝い］もいる。まずはクリスマスツリーに歓

声を上げた子どもたちは、ずっとツリーに見とれていた。厳かな気分に満ち足りて、

うれしそうに顔が輝いている。それからプレゼントに目を向けた。（75-76） 

 

しかし『プフェフリング家』では、クリスマスツリーのもと、子から親へもプレゼント

が贈られる。それらは自作の詩や絵であったり、演説や歌の披露であったり、「火起こしに

なるもの」（34）を集めた袋であったりする。このような親子間のプレゼントの交換を通し

てやり取りされるのは、近代市民家族の情緒的な結びつき以外の何物でもない。彼らは 19

世紀に「作られた」クリスマスの伝統を守りながら、図らずもその世俗化・脱宗教化にも

貢献しているのである。 

 

オットーの演説に続き、子どもたちは次々と両親を驚かせるプレゼントを披露した。

［中略］両親はどのプレゼントにも大喜びしたから大成功だった。ふたりは 7 人の子

どもたちを自慢に思った。（77） 

 

ここまで、19 世紀ドイツ語圏のクリスマス文学の展開を概観していえることは、ろうそ

くの灯されたクリスマスツリーのもとで子どもにプレゼントを贈る風習が、北のプロテス

タント地域から南のカトリック地域へと伝播し、あらゆる社会階層にまで普及した事実で

ある。もっとも、その過程でプレゼントの贈り主である幼子キリストは姿を消し、親子間

のプレゼント交換へと変化している。 

次章以降では、近代化のテンポのより速まった 20 世紀、第一次世界大戦の敗戦と帝国の

崩壊を経て、「黄金の 20 年代」と世界恐慌を体験したのちの 1933 年に発表されたふたつの

− 18 −
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クリスマス児童文学について考察する。具体的には、『飛ぶ教室』を手がかりにプレゼント
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9 年生はダンスの授業のパートナーの女の子たちとホームを散歩しながら、世慣れ

た大人みたいにおしゃべりしていた。お互いに花束やレープクーヘンを贈り合ってい

る。美青年ぶったテーオドールは、［中略］本物と見まがうようなシガレットケースを

もらい、他の 9 年生たちに自慢げに見せびらかした。（142） 

 

寄宿学校での共同生活を疑似家族と見なす『飛ぶ教室』では、信頼する舎監の教師と生

徒のあいだでもプレゼントが交換される。生徒らは舎監のベク先生に、先生の旧友「禁煙

さん」との再会をプレゼントする。他方、先生は満足な仕送りが受けられず帰省できない

マルティンに対し、旅費すなわち現金を手渡す。 

 

「旅費は私からのクリスマスプレゼントだ。返すことはない」（145） 

 

こうしてマルティンも他の生徒同様、列車で帰省することができる。その際、彼は前日に

母から届いたクリスマスプレゼントの入った小包を、開封せずに持ち帰る。しかしそのこ

とを友人のジョニーには言わない。なぜならマルティンは孤児のジョニーがクリスマスも

学校に残らざるを得ないことを知っているからである。 

 

クリスマスプレゼントを持ち帰るなんて、ジョニーには言えなかった。ヘルムスドル

フの自宅のクリスマスツリーの下で見つけるはずのプレゼントを、キルヒベルクの学

校から持ち帰るなんて、マルティンは言えなかった。（148） 

 

マルティンは先生から受け取った 20 マルクを元手に両親にプレゼントを買って帰る。父

親にはハバナ産の葉巻を 25 本、母親には暖かそうなスリッパを購入する。 

 

お母さんのラクダの毛のスリッパは、もう捨ててもいいくらい、じゅうぶん古びてい

た。だけどお母さんはいつも「あと 10 年は大丈夫」と言っていた。（148） 

 

子から親へのクリスマスプレゼントにスリッパという生活必需品が含まれている点は、次

章で取り上げる作品との関連で改めて検討したい。マルティンは先生から現金を受け取る

前、両親に宛てて絵を送っていた。当初はこれが唯一のクリスマスプレゼントだった。 

 

今年はお母さんとお父さんに何もプレゼントできないけど、お母さんならわかってく

れるよね。来年はきっと新 1 年生の家庭教師をやって、僕もお金を稼ぐよ。（129） 
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父の失業によってひとり息子を帰省させる金を用意できなかった両親は、クリスマスイ

ブの晩、マルティンから送られた絵をありがたがる。そしてふたりでクリスマスを祝う。

しかしそこには、近代市民家族の結束を謳ったはずのクリスマスの喜びはない。 

 

ターラー夫人は裁縫台から、6 頭立ての青い馬車の絵を取り出し、小さなクリスマス

ツリーの下に慎重に立てかけた。［中略］ 

それからふたりはふたたび黙り込み、「10 年後」というタイトルの絵をじっと見つ

めながら、幼い画家のことを考えた。［中略］ 

「なあ、お前。今年はお互いにプレゼントは贈り合えんが、それでもお祝いだけは

しっかりやろう」ターラーさんは奥さんの頬にキスをした。「クリスマスおめでとう」 

「クリスマスおめでとう」夫人も応えた。そして泣いた。まるで 2 度と泣き止むこ

とができないような泣き声だった。（151-152） 

 

マルティンの友人には、両親から望み通りのプレゼントを受け取ることのできる裕福な

家庭の子もいる。また、上に引用した場面の直後、マルティンは葉巻とスリッパのプレゼ

ントを手に両親の前に現れる。にもかかわらず、この小説に描かれるクリスマスプレゼン

トの交換には、近代市民家族の情緒的な結びつきを確認する要素が少ないように思われる。

それはプレゼント交換の対象が、教師や生徒間にまで拡大されていると同時に、クリスマ

スに家族が集うことの困難な、郵便でプレゼントを贈り合わざるを得ない貧困家庭が物語

の中心に据えられているためでもあるだろう。さらにジョニーのように、両親のいない子

のクリスマスまでもが描かれている。19 世紀のクリスマス文学には、富める家族と貧しい

家族の二極化がこれほど明確に描かれることはなかった。もはや満ち足りた市民の自己演

出という理解では捉えきれない現実が、1933 年のクリスマスには存在したのである。論者

はここに近代市民家族の限界を見出すのである。 

そもそもギムナジウムの寄宿学校で共同生活を送る疑似家族に、母親は存在しない。舎

監の教師と男子生徒が父と息子の関係を築けたとしても、それで家族が埋め合わされるわ

けではない。そのことに関連し、マルティンやジョニーらは、学校のクリスマス祭で「飛

ぶ教室」という劇を上演する。その劇で女装し、生徒の「妹」役を演じるはずだった友人

が怪我で出演できなくなると、彼らは急きょ下級生に代役を依頼する。そうして何とか事

なきを得るのだが、このエピソードが象徴しているのは、19 世紀のクリスマス文学では多

用された兄妹モチーフ成立の困難であり、母や妹の存在を自明視してきた近代市民家族の

相対化あるいは揺らぎだろう。 

『飛ぶ教室』の中心的人物マルティン・ターラーの家庭は、家長の失業とひとり息子の

不在によって不安定な状態にあった。それを救ったのは、疑似家族の代理父である舎監の

教師から施された 20 マルク、すなわち金の力だった。1933 年のクリスマス文学に描かれ
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クリスマスプレゼントを持ち帰るなんて、ジョニーには言えなかった。ヘルムスドル

フの自宅のクリスマスツリーの下で見つけるはずのプレゼントを、キルヒベルクの学

校から持ち帰るなんて、マルティンは言えなかった。（148） 

 

マルティンは先生から受け取った 20 マルクを元手に両親にプレゼントを買って帰る。父

親にはハバナ産の葉巻を 25 本、母親には暖かそうなスリッパを購入する。 

 

お母さんのラクダの毛のスリッパは、もう捨ててもいいくらい、じゅうぶん古びてい

た。だけどお母さんはいつも「あと 10 年は大丈夫」と言っていた。（148） 

 

子から親へのクリスマスプレゼントにスリッパという生活必需品が含まれている点は、次

章で取り上げる作品との関連で改めて検討したい。マルティンは先生から現金を受け取る

前、両親に宛てて絵を送っていた。当初はこれが唯一のクリスマスプレゼントだった。 

 

今年はお母さんとお父さんに何もプレゼントできないけど、お母さんならわかってく

れるよね。来年はきっと新 1 年生の家庭教師をやって、僕もお金を稼ぐよ。（129） 
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たプレゼント交換は、家族を離れて多様化された挙句、即物的に現金として手渡されるま

でに脱ロマン化されてしまったものと考えられる。 

 

2-2 幼子キリストの理想と現実 

クリスマスイブの夜、節約のために居間の明かりを灯さないターラー家の家長は、隣家

のクリスマスの様子を見て、次のように述べる。 

 

「ノイマンさんのところは、もうプレゼント交換をしているぞ」ターラーさんは言

った。「お、ミルデさんとこは、いまろうそくに火をつけた。立派なクリスマスツリー

だ。あのうちは儲かっているからな」（149） 

 

他方、ターラー家のクリスマスツリーは対照的にみすぼらしい。 

 

丸いテーブルには、本当に小さなトウヒが立てられていた。クリスマス市でツリー

を売っているリーデルさんが、「マルティンに」と言ってプレゼントしてくれたものだ

った。だから、ターラー家にもクリスマスツリーはあるにはあったが、肝心の息子が

家にはいなかった！（150） 

 

家長はこのツリーに去年の残りのろうそくを飾り付ける。そして火をともし、妻と「クリ

スマスおめでとう」を言い合う。ここでもまた、隣家の家族打ち揃ったクリスマスの団欒

と、夫妻ふたりしかいないターラー家の様子が対比して描かれている。 

 

ろうそくはだんだん小さくなっていった。となりの家からは「きよしこの夜」の歌声

が聞こえてきた。窓の外はずっと吹雪いていた。 

急に呼び鈴が鳴った！（152） 

 

立派なクリスマスツリーのもとでプレゼントを交換し合い、「きよしこの夜」を歌う旧来

のクリスマスを窓外に配置した上で『飛ぶ教室』が描くのは、そういった 19 世紀型のクリ

スマスを迎えられない、もはやクリスマスが家族の祝祭になり得ない貧困家庭の現実であ

る。とはいえケストナーは、ターラー家のクリスマスの不成立を露悪的に描くことで、近

代市民家族の崩壊を宣言して物語を終えるわけではない。マルティンの鳴らす「呼び鈴」

を引き金に、20 世紀的なアレンジの施されたクリスマス文学を提示している。 

19 世紀のクリスマス文学では、クリスマスイブの夕刻、子どもらは何らかの合図を得て

はじめてクリスマスツリーのある部屋への入室を許可された。『くるみ割り人形』のリンリ

ンという「明るい音」や『プフェフリング家』の「鐘」がそれに相当する。マルティンの
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鳴らす「呼び鈴」も同種のものと考えられる。また、これらの音は、幼子キリストが贈り

物を携えて家庭にやってきたことを告げる合図でもあった。したがってマルティンの帰郷

は、幼子キリストの来訪と読み替えることができる。事実、マルティンは母から送られた

小包を、クリスマスプレゼントの入った小包を手に戸外に立っている。 

その関連において、マルティンが登場する直前、隣家から聞こえるクリスマスソングが

「きよしこの夜」であることの意味は大きい。わが国で名高い由木康（1896-1985）の訳詞

では、「救いの御子」が「馬槽の中に」眠る様子しか言及されないのに対し、ヨーゼフ・モ

ーア（Joseph Mohr, 1792-1848）のドイツ語の原詩（1818）には、ひと組の仲睦まじい聖な

る男女が生まれたばかりの巻き毛の愛おしい男児を見守る様子、すなわちヨゼフとマリア

とイエスから成る聖家族の成立が描かれている。そのことを念頭に置くと、背景音楽に「き

よしこの夜」が流れる中、ひとり息子のマルティンを帰郷させる演出には、ターラー家を

聖家族として描く意図が隠されているものと考えらえる。もっともケストナーは、マルテ

ィンを幼子キリストに見立てることで、宗教的あるいは復古的なクリスマス文学の再生を

もくろんだわけではない。 

すでに述べた通り、幼子キリストのイメージは時が経つにつれ、翼のある天使の姿に変

わっていった。『飛ぶ教室』にも翼のある天使が登場している。両親との再会を果たしたマ

ルティンは、恩人のベク先生に宛ててハガキをしたためる。 

 

マルティンは若い男の絵を描いた。ジャケットのうしろに大きな天使の翼を 2 本はや

したこの奇妙な男は、雲のあいだから降りてきている。地上では小さな男の子が大粒

の涙をこぼしている。翼の男は両手でつかんだ分厚い財布を男の子に差し出していた。

［中略］マルティンは絵の下にしっかりと書き入れた。 

「クリスマスの天使、名前はベク」（153-154） 

 

ベク先生がマルティンに贈ったのは、20 マルク紙幣 1 枚だった。この金で少年は往復の旅

費を賄い、両親にプレゼントを用意することができた。そしてターラー家の幼子キリスト

になることができた。その背後に、いわば大天使として、ベクという名の「クリスマスの

天使」が控えている構図は、たいへん夢のある絵のように思われる。理想主義者ケストナ

ーの面目躍如といっていいだろう。ただしその天使が札束の詰まった「分厚い財布」から

現金を抜き取り、幼子キリストである「男の子」に差し出ているさまは、イデアリストで

あると同時にリアリストでもあるケストナーの皮肉と解することもできるのではないだろ

うか。ケストナーのクリスマス文学を単に保守的復古的あるいは理想主義的なものとして

片づけられないのは、こういった深い現実認識に裏打ちされているからなのである。 

次節では『おもちゃ屋のクリック』のクリスマス描写を分析する。『飛ぶ教室』のギムナ

ジウム生より、さらに貧困層に位置づけられる少年少女のクリスマスには、幼子キリスト
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が現れることもなければ、家にクリスマスツリーがない場合すらある。19 世紀のクリスマ

ス文学には描かれなかった、不況下のドイツの子どものクリスマスについて考察したい。 

 

3 シュナック『おもちゃ屋のクリック』 

 

『おもちゃ屋のクリック』の舞台はドレスデン、偶然だがケストナーの故郷である。表

題主人公のクリックは 12 歳の少年で、父はおもちゃ屋で簿記係をしている。母親はすでに

他界している。母がいた頃のクリスマスを、クリックは次のように回想する。 

 

「お母さんがまだ生きていた頃は」クリックは言った。「いい時代だった。楽しいク

リスマスイブだった。大きなツリーにお菓子、プレゼントもいっぱいあったよ。だけ

どもう無理なんだろうね。物価は高いし、お金はない。失業者だらけだもんね」17 

 

物語はクリスマスイブにクリックが宝くじを買うところから始まる。そして買ったくじ

を帽子の裏の裂け目に入れて保管する。ところがこの日の夕刻、クリックはその帽子をな

くしてしまう。 

 

帽子のないクリックの頭のまわりを雪が吹きつけた。髪が乱れた。電飾に火が灯さ

れ、通りはこうこうと輝いていた。家々の壁は紫や赤、緑のネオンで輝いていた。色

鮮やかな文字がピカピカ光ったり消えたりしていた。吹雪にも赤、緑、青、紫といっ

た色が付いていた。魔法の雪がざわめく冬の街に舞い落ちているようだった。だけど

その賑わいに溶け込めず、冷めた気持ちでクリックとアリ［引用者注：クリックの友

人］は立ち尽くしていた。（39） 

 

その後、クリックの買ったくじは 2 万マルクの当たり券であることが判明する。懸命の捜

索の結果、夏になってようやくクリックの帽子が見つかる。その金で彼は失業寸前の父を

助けることができる。 

『おもちゃ屋のクリック』は、クリスマスイブから始まるものの、翌年の夏までの筋が

展開されているため、必ずしもクリスマスだけを描いた小説ではない。しかし論者はこの

小説と『飛ぶ教室』を並べて論じることで、20 世紀前半のドイツの家族とクリスマスの関

係を、より多角的に指摘することができると考えている。したがって以下、『おもちゃ屋の

クリック』のクリスマス場面にのみ注目し、分析を試みたい。 

 

3-1 威厳をなくしたサンタクロース 

クリックがなくした帽子は、かつて母親が買ってくれたものだった。帽子の紛失に象徴
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される母の不在は、この日、すなわちクリスマスイブの家族の過ごし方に、より端的に表

れている。 

 

クリックは 7 時 10 分前に家に着いた。お父さんが仕事から帰ってくるまでに、急い

でクリスマスツリーを飾らなければいけなかった。 

お父さんにクリスマスの用意をしてあげなきゃ！［中略］いい子になって、クリス

マスツリーを飾ってあげるんだ。世の中のお父さんは、クリスマスには子どもの気持

ちになるはずだ。クリスマスの気分浸りながら、クリックは「いざ歌え、いざ祝え」

を鼻歌で歌った。（51-52） 

 

この場面にも垣間見られるクリックの大人びた態度、あるいは父への気遣いは、小説全体

を通して一貫している。「父親のツリー」を準備したひとり息子は、父が帰宅すると食卓の

準備に取り掛かる。あいにく今年は貴重なクリスマスの鯉はなく、18 安価なニシンのフラ

イがメインディッシュである。 

 

クリックは食卓を整えた。彼は母親であると同時に家政婦だった。（54） 

 

クリックが母と息子の 1 人 2 役をこなす状況下、聖家族の成立はいっそう困難になる。も

はや彼がマルティンのように幼子キリストになることはない。ところが食後に父子がプレ

ゼント交換を行う段になると、これまでのクリスマス文学には見られなかった事態が生じ

る。 

 

「さて！」ボーデンヴェーバー氏［引用者注：クリックの父］は立ち上がりながら

言った。「少し部屋から出ていなさい！」 

毎年、クリスマスイブはそうだった。食事が終わると父親はサンタクロースに変身

するのだ。パイプを持ったクリスマスの天使に。彼はクリスマスツリーのろうそくに

火をつけ、プレゼントを並べた。［中略］ 

ろうそくの火は明るく燃えていた。ボーデンヴェーバー氏はガラスの鐘を鳴らした。

クリスマスの天使のような音色がした。クリックは部屋に入り、静かに扉を閉めた。

そして期待に胸を膨らませながら、まだ部屋の中を漂っているはずのクリスマスの天

使を、物音でびっくりさせないように、少しずつツリーに近づいた。（55-56） 

 

「サンタクロース」と訳した語の原語は Weihnachtsmann である。直訳すると「クリスマス

男」を意味するこの存在は、アメリカ発のサンタクロース Santa Claus とは出自がやや異な

る。1847 年にオーストリアの画家モーリッツ・フォン・シュヴィント（Moritz von Schwind, 
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1804-1871）は、「ひげの男がフードの付いたコートを着て、ロウソクを灯したクリスマス

ツリーをかついでいる絵」19 を初めて描いた。それに由来するヴァイナハツマン、すなわ

ちドイツ版サンタクロースは、19 世紀後半から 20 世紀にかけて、幼子キリストに代わる

クリスマスプレゼントの贈り主として、ドイツ語圏に浸透した。1932 年時点の分布図によ

ると、南西ドイツでは幼子キリストが勢力を維持しているのに対し、ドレスデンを含む北

東ドイツには新興のサンタクロースが進出している。20 この棲み分けはカトリックとプロ

テスタントの勢力圏とほぼ一致する。 

あるいはサンタクロースの登場を聖ニコラウスの世俗化と捉えることもできるだろう。21 

12 月 6 日に従者ループレヒトとともに現れ、よい子には褒美を、悪い子には罰を与える聖

ニコラウスは、幼子キリストをクリスマスプレゼントの贈り主とする風習がプロテスタン

ト地域から全ドイツ語圏に広まってもなお、とくに南ドイツ・オーストリアでは生き長ら

えた。それがいまや姿を変え、クリスマスイブの夜にある種の父親的人物として、近代市

民家族に現れるに至ったのである。19 世紀半ば以降のサンタクロースの登場とその受容現

象について、ヴェーバー＝ケラーマンは次のように分析している。 

 

中部、北部ドイツのほとんどの地域で、その役目［引用者注：クリスマスプレゼント

を贈る役目］を引き受けたのは、サンタクロースである。ここでは、家父長的家族構

造が父親とおぼしき匿名者に委託され、彼は―少なくとも 12 月という月には―通

常の父親に可能な範囲をはるかにこえる教育的統制機能を、子ども部屋で発揮できる。

つまり、一九世紀の産物であるサンタクロースは、一九世紀市民家族に内在的な発想、

というわけである。22 

 

19 世紀に成立・展開した近代市民家族において、家長である父は家の外に仕事を持ったこ

とはすでに述べた通りである。その結果、母子の密着は強まる一方、子にとって父は親愛

と同時に外的な権威を兼ね備えた人物として受け止められた。サンタクロースはそういっ

た父親の機能を純化した存在といえるだろう。 

 

サンタクロースの社会的機能は、愛されると同時に権威主義的でもある父親像と合

致する。サンタクロースが誕生した時代、父親の稼ぎから性的な事柄に至るまで、家

の外の世界はタブー視された。市民の子は、クリスマスプレゼントの本当の贈り主が

誰なのか、それがいくらするのかなどについて、知らないことが美徳とされた。23 

 

このことを前提に、『おもちゃ屋のクリック』に登場する 1933 年のサンタクロースが「過

剰に高められた父親像、善良にして厳格で、愛されるとともに恐れられ、揺るぎない公正

さと非のうちどころのない判断力を持った」24 存在として息子の前に君臨しているかとい

− 26 −
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うと、まったくそうではない。そもそもクリックは、サンタクロースの正体が父であるこ
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いう鳥かごの中の小鳥だった。静かなメロディを吹いた。父にラジオは必要なかった。

彼に聞こえるのは、あらゆる鳥のさえずりであり、アトリの羽ばたく音だった。（59） 

 

現代あるいは現実という鳥かごに入れられ、羽ばたくことのできない父親と、機械を介し

て別世界とつながることを夢見る息子。19 世紀には有効だったクリスマスを通した近代市

民家族の結束とサンタクロースによる父権の強化は、わずか 100 年で機能不全に陥ったと

いえるだろう。 

 

3-2 誰のものでもないクリスマスツリー 

『くるみ割り人形』や『水晶』などの 19 世紀のクリスマス文学では違和感なく使われて

いた兄妹モチーフが、『飛ぶ教室』では男子生徒の女装という、ゆがんだ形で表現されてい

たことは、すでに指摘した通りである。 

ひとりっ子のクリックにも、妹のような友人が存在する。通りを隔てた向かいに住む 10

歳の少女アリである。孤児のアリはミットヴォッホおばさんと暮らしている。新聞売りで

生計を立てるふたりの暮らしぶりはあまりにつつましい。 

 

アリとミットヴォッホおばさんは、パンとジャガイモとコーヒー、それに明日のお

菓子が少しあれば満足だった。せめてクリスマスだけでも、ミットヴォッホおばさん

の新聞が最後の 1 枚まで、すっかり売り切れますように！ そうなればどんなにうれ

しいことだろう。（49） 

 

今年のふたりのクリスマスプレゼントの交換は以下のように予告されている。 

 

アリはおばさんが何をプレゼントしてくれるのか知っていた。靴だった。どうして

も靴が必要だった。古いのはもうどうやっても直すことができなかった。靴を買うの

はたいへんな出費だ。両親が生きていてくれたら！ アリは思った。だけど両親はポ

ーランドに埋葬されていた。ミットヴォッホおばさんが、何とかアリの面倒を見てく

れていた。アリはおばさんのために手袋を編んだ。（50） 

 

ここで思い出されるのは、『飛ぶ教室』のマルティンが母に贈ったスリッパである。どちら

も古びた既存の履物の交換であり、生活必需品といえる。しかしマルティンがこの買い物

で懐を痛めることはなかった。なぜなら彼は舎監の教師から贈られた 20 ユーロを元手に、

スリッパを購入することができたからである。その結果、マルティンは母を驚かせ、喜ば

せることができた。それに対し、おばからアリへのプレゼントに驚きはない。それどころ

か受け手はこの贈り物に遠慮がちである。そもそもアリが幼子キリストやサンタクロース

− 28 −
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に思いをはせることはない。日々の生活に追われる彼女にそんな余裕はないのである。 

 

干からびたエリカの花束を載せてある部屋の隅の棚から小銭を取ると、アリはパン屋

へ急いだ。ガチョウの胸肉やソーセージ、美味しそうなもののそばはさっと通り過ぎ

た。クリスマスのお祝いの日だって、彼女はそういったものを 1 切れだって食べるこ

とはできないだろう。（48） 

 

クリスマスイブにパンしか買えない少女の貧しさは、親の仕送りや教師からの施しによっ

て帰省できる『飛ぶ教室』の少年たちの幸運と比較することはできない。どれほどアリが

おもちゃ屋のショーウィンドウを見つめたところで、人形に話しかけられることはない。27 

 

薄い服を通して寒さが身にしみた。アリは震えながら自分の貧しさを感じた。大きな

目をした人形たちは、アリに微笑みかけていた。彼女は真剣な表情で見つめ返した。

それ以上、何も起こらなかった。両者のあいだは冷たいガラスで隔てられていた。（51） 

 

作中には明記されていないものの、アリとミットヴォッホ夫人の住まいにクリスマスツ

リーはないものと思われる。したがってアリの目にするクリスマスツリーは、クリックと

訪れたデパートにあるものだけだろう。 

 

巨大なクリスマスツリー―これが多彩なデパートの中で、もっとも魅力的なものだ

った―が、最上階の天井に届きそうなくらいそびえていた。エルツ山地のモミの木

はガラス製のろうそくで電飾されていた。頂上には大きな銀の星が輝いていた。枝に

は満月のような銀色のガラス球が飾られ、銀モールも垂れ下がってあった。美しく装

飾されたクリスマスツリーは、見事にきらめいていた。（38） 

 

19 世紀の終わりにアメリカのエジソン社が発明したクリスマスツリーの電飾は、20 世紀

に入りヨーロッパ大陸にも伝わった。その後の展開については、以下の記述を参考にされ

たい。 

 

ドイツやアメリカでは、教会のホール、日曜学校、孤児院、病院など公共施設の屋内

にツリーが飾られてきた。だがそれは、中流家庭の楽しみを、自分ではそれを手に入

れられない不幸な人々にも分け与えようという発想のものだった。28 

 

19 世紀のクリスマスツリーは、家長である父がろうそくに火を灯すことで、近代市民家族

という親密圏に属する者同士の結束や排他性を確認するために欠かすことのできない道具
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として機能した。29 他方、人工光によって常時輝く公共のクリスマスツリーにそういった

思想はない。自宅にクリスマスツリーがない者のためのクリスマスツリー、誰のものでも

あるクリスマスツリーとは、けっきょくのところ誰のものでもないのではないか。その証

拠に、アリはデパートの電飾のクリスマスツリーに感動することはなく、むしろ家庭のろ

うそくのクリスマスツリーにあこがれている。 

 

まもなくそれぞれの家庭のクリスマスツリーに火が灯されるだろう。それはデパー

トのクリスマスツリーより、きれいに違いなかった。ろうそくの燃えるいい香りがす

る。テーブルにはプレゼントが用意される。うれしそうな子どもらの目が、プレゼン

トに注がれる。だけどもっと多くの子どもたちは、プレゼントなんてもらえない。彼

らにあるのはただ憧れだけ。アリはそう思った。（49） 

 

ところで電飾のクリスマスツリーは『飛ぶ教室』のギムナジウムにも置かれている。 

 

大きなクリスマスツリーは、数えきれないくらいたくさんの電球で美しく飾られてい

て、そこにいる人全員、厳かな気持ちになった。（136） 

 

デパートのクリスマスツリー同様の紋切り型の描写に、それぞれの家庭のクリスマスツリ

ーにはあるはずの物語性は感じられない。ギムナジウムの生徒にとって、学校のクリスマ

スツリーが我が家のクリスマスツリーを上回ることはないだろう。孤児のジョニーも学校

のクリスマスツリーに思いを寄せることなど、ないものと思われる。家庭を離れ、孤独に

そびえ立つ公共のクリスマスツリーの存在感は、限りなく薄いのである。 

 

4 真夏のクリスマス 

 

ここまで、1933 年に発表されたふたつのドイツ児童文学作品をもとに、20 世紀のクリス

マス表象について確認してきた。『飛ぶ教室』では、プレゼント交換は多様化された果てに

現金化され、クリスマスの天使は札入れを持って登場していた。『おもちゃ屋のクリック』

に現れるサンタクロースに威厳はなく、公共の電飾のクリスマスツリーに胸躍らせる者は

誰もいなかった。19 世紀に「作られた」クリスマスの伝統は、皮肉ないしは風刺を効かせ

て書き換えられることで、近代市民家族の限界を象徴する機能を新たに担わされたのであ

る。30 

ところで『飛ぶ教室』と『おもちゃ屋のクリック』のクリスマス描写には、さらにもう

ひとつの共通点が存在する。すでに述べた通り、『おもちゃ屋のクリック』の主筋は表題主

人公の買った 2 万マルクの当たりくじをめぐって展開された。クリックがクリスマスイブ
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に買ったものの、すぐに紛失したそのくじは、翌年の夏になってようやく見つかる。する

とクリックは、父とアリの 3 人で買い物に出かける。 

 

真夏のクリスマスだった。 

彼らは楽しそうに通りを歩いて、店から店へとはしごした。最初に父親とクリック

の服を買った。靴も靴下もピカピカの新品ばかりだった。アリも服を買ってもらった。

淡い黄色の、小さなバラの模様の付いたワンピースだった。すぐに必要な下着や新し

いシャツをデパートで買うと、3 人はエスカレータに乗った。1 段ずつ、前後に並んで、

喫茶室のあるフロアまで上がった。（190） 

 

当然のことながら、真夏のデパートにクリスマスツリーはない。しかし彼らが買い物をす

る様子を、語り手が「真夏のクリスマス」と形容している点は注目に値する。兄妹のよう

なクリックとアリにとって、降って湧いた大金によるこの買い物は、遅れてきたクリスマ

ス、季節はずれのクリスマスなのである。 

季節はずれのクリスマスといえば、『飛ぶ教室』の「ひとつ目の前書き」も忘れてはなら

ない。物語の冒頭の外枠部分において、語り手は真夏にクリスマス文学を書くことの苦し

みを次のように訴えている。 

 

きっとわかってくれると思うけど、真夏のさなかにクリスマス物語を書くのは至難の

業だ。腰を据えて取りかかることなんかできっこない。「身を切るような寒さだった。

外は猛吹雪で、窓から顔を出したアイゼンマイアー博士の両方の耳たぶはかじかんだ」

なんて書けるわけがない。どんなに頑張っても、こんなことを 8 月に書くのは無理だ

と思う。（43） 

 

これから語られるマルティンの帰郷も劇中劇「飛ぶ教室」の上演も、すべてが虚構である

ことを早々に明かしてしまう語り手の名はケストナー。作者と同名の語り手が、クリスマ

ス文学を真夏に執筆しているという舞台裏を暴露することほど、このジャンルの幻想を破

壊する禁じ手はないだろう。ここでもまた、真夏とクリスマスという不釣り合いな組み合

わせが、意図的に採用されているのである。 

にもかかわらず、ケストナーは両親と子から成る小家族のクリスマスを描いた。シュナ

ックもクリックとアリに半年遅れでクリスマスの買い物を体験させた。20 マルクと 2 万マ

ルクの差はあれど、どちらも予期しない金、父の稼ぎではない金が舞い込んで初めて実現

したクリスマスだった。もっとも、他人の金でクリスマスを祝ったところで、ターラー家

の父の威厳は回復しないだろう。どれだけ大金を積んだところで、クリックの母やアリの

両親は戻ってこない。それでも彼らはクリスマスを祝おうとするのである。近代市民家族
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として機能した。29 他方、人工光によって常時輝く公共のクリスマスツリーにそういった

思想はない。自宅にクリスマスツリーがない者のためのクリスマスツリー、誰のものでも

あるクリスマスツリーとは、けっきょくのところ誰のものでもないのではないか。その証

拠に、アリはデパートの電飾のクリスマスツリーに感動することはなく、むしろ家庭のろ

うそくのクリスマスツリーにあこがれている。 

 

まもなくそれぞれの家庭のクリスマスツリーに火が灯されるだろう。それはデパー

トのクリスマスツリーより、きれいに違いなかった。ろうそくの燃えるいい香りがす

る。テーブルにはプレゼントが用意される。うれしそうな子どもらの目が、プレゼン

トに注がれる。だけどもっと多くの子どもたちは、プレゼントなんてもらえない。彼

らにあるのはただ憧れだけ。アリはそう思った。（49） 

 

ところで電飾のクリスマスツリーは『飛ぶ教室』のギムナジウムにも置かれている。 

 

大きなクリスマスツリーは、数えきれないくらいたくさんの電球で美しく飾られてい

て、そこにいる人全員、厳かな気持ちになった。（136） 

 

デパートのクリスマスツリー同様の紋切り型の描写に、それぞれの家庭のクリスマスツリ

ーにはあるはずの物語性は感じられない。ギムナジウムの生徒にとって、学校のクリスマ

スツリーが我が家のクリスマスツリーを上回ることはないだろう。孤児のジョニーも学校

のクリスマスツリーに思いを寄せることなど、ないものと思われる。家庭を離れ、孤独に

そびえ立つ公共のクリスマスツリーの存在感は、限りなく薄いのである。 

 

4 真夏のクリスマス 

 

ここまで、1933 年に発表されたふたつのドイツ児童文学作品をもとに、20 世紀のクリス

マス表象について確認してきた。『飛ぶ教室』では、プレゼント交換は多様化された果てに

現金化され、クリスマスの天使は札入れを持って登場していた。『おもちゃ屋のクリック』

に現れるサンタクロースに威厳はなく、公共の電飾のクリスマスツリーに胸躍らせる者は

誰もいなかった。19 世紀に「作られた」クリスマスの伝統は、皮肉ないしは風刺を効かせ

て書き換えられることで、近代市民家族の限界を象徴する機能を新たに担わされたのであ

る。30 

ところで『飛ぶ教室』と『おもちゃ屋のクリック』のクリスマス描写には、さらにもう

ひとつの共通点が存在する。すでに述べた通り、『おもちゃ屋のクリック』の主筋は表題主

人公の買った 2 万マルクの当たりくじをめぐって展開された。クリックがクリスマスイブ

− 31 −
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が限界に達してもなお、クリスマスの（ろうそくの）灯を守ろうとするのである。家族の

形態が変わっても、時の権力者が代わっても、しぶとく生き長らえるクリスマスには、真

夏の暑さもまた似つかわしいのかもしれない。 
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を代表するクリスマス文学の『くるみ割り人形』では、ガラス戸棚の中のくるみ割り人形や

その他の人形が、少女マリーの目の前で動き出し、話し始めるところから物語が始まってい

た。ガラス越しに売り物の人形を見つめても、何の反応も得られないアリとの対比は著しい。 
28 フランダーズ（前掲書）、174 頁。 
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れたクリスマス、とりわけサンタクロース表象と近代市民家族の崩壊については、注 25 で

挙げたシュミットに詳しい。 
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